
ま　え　が　き

我が国のエネルギー消費量については、緩やかながらも増大傾向を辿っている。

一方，環境問題については，化石燃料及び廃棄物燃焼時に発生する硫黄酸化物、窒素酸化

物やダイオキシン等のものから，二酸化炭素等による温暖化現象にみられるように地球環境

に至るものまで社会問題としてクローズアップしてきている。

地球温暖化防止京都会議において，温暖化ガスの排出量を「2008年～2012年の第一約束期

間に1990年レベルから6％削減する」という目標が我が国に課せられ，本年（平成17年）2月

に発効される。この目標は二度の石油ショックを経て、省エネルギー先進国となっている日

本には大変厳しいものである。

地球温暖化防止については，一刻の猶予もないことから総合的な温室効果ガスの削減対策

のうちから現段階で，実施可能なものについて今日から早急に取り組む必要がでている。

このような中で，エネルギーの利用効率の改善は，我が国にとって極めて大きな課題であ

り，特に，燃料を大量に消費するボイラーについては，省エネルギーに対する関係者のより

一層の努力に期待が寄せられている。

ボイラーの高効率化及び機器設備の省エネルギー技術はかなりの進歩を遂げているが，さ

らなる省エネルギーを進めるには，ボイラー設備の運転・保守管理による運用効率の向上及

びボイラーから供給された蒸気や温水を消費する部門を含めた総合的な省エネルギー対策を

推進していくことが必要である。

（社）日本ポイラ協会は，平成元年に「ボイラーに関する省エネルギー（設備改善を伴う省

エネルギー対策）」を出版し，平成7年に同書の見直しを行い，更に，平成10年に「地球温暖

化におけるボイラーのCO2削減のための手引き」を発刊したが，この度，省エネルギー委員

会において両書を合わせて全面的な見直しを行い，内容を一新して発刊することとなった。

見直しに当たってはこれから新しくボイラーを計画する際，取り入れるべき省エネルギー

技術や既存の設備において改善すべき点及び運転・保守管理による省エネルギー効果などに

ついて十分理解が得られるよう配慮した。

本書がボイラー技士をはじめ広く関係者に活用され，より高度な省エネルギー対策の推進

に寄与することを期待してやまない。

最後に，本書の作成にあたり執筆並びに編集に多大の労を煩わした省エネルギー委員会の

委員の方々（下記）に深く感謝の意を表す次第である。

委　員　長　　高村　淑彦
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